
ニ
O
一
0
年
度
後
期
j

ニ
O
一
一
年
度
前
期

真
宗
学
専
攻

O
真
宗
研
究
会

《
修
士
論
文
中
間
発
表
》

日
程

文
学
研
究
科
院
生
の
研
究
活
動

於

二
O
一
O
年
一

O
月
二
六
日
(
火
)
・
二
八
日
(
木
)

龍
谷
大
学
大
官
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

【
第
一
日
目
】

-
『
教
行
信
託
』
「
化
身
土
巻
」
末
の
研
究

ー
「
異
執
」
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
|

・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
名
号
・
本
尊
論
の
研
究

-
親
鷲
善
光
寺
勧
進
聖
説
の
研
究

・
「
如
米
と
等
し
」
考

-
『
大
乗
無
昆
寿
荘
厳
経
』
の
研
究

.
親
矯
教
義
の
普
遍
性
と
特
殊
性

ー
特
に
西
洋
の
真
宗
伝
道
論
の
構
築
に
向
け
て
|
禿

・
親
鷲
聖
人
と
真
仏
土
|
曇
鴛
引
文
を
中
心
に
|

・
死
別
の
悲
し
み
と
真
宗
の
教
え

・
道
縛
の
教
判
論

菊
川
一
道

(
M
3
)

本
多
善
朗

(
M
3
)

玉
木
興
隆

(
M
2
)

水
杉
唯
可

(
M
2
)

川
元
恵
史

(
M
2
)

定
心

(
M
4
)

冨
島
信
海

(
M
2
)

水
杉
知
里

(
M
2
)

熊
谷
了
淳

(
M
2
)

-
宗
教
的
時
間
論
の
考
察

ー
親
驚
思
想
と
時
間
の
関
係
性
|

-
『
教
行
信
託
』
に
お
け
る
「
化
身
土
文
類
」
末
巻
の
怠
義

【
第
二
日
日
】

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
現
状
と
課
題

.
悪
人
正
機
考

-
親
鰭
聖
人
に
お
け
る
善
悪
に
つ
い
て

-
カ
へ
ル
考

・
真
宗
証
巣
論
の
研
究

-
善
譲
師
の
大
行
論
の
一
考
察

・
第
二
十
願
、
特
に
果
遂
の
意
義

.
親
鷺
の
罪
悪
観

-
信
願
論
の
研
究

《
例
会
》
日
程

二
O
一
O
年
七
月
一
五
日
(
金
)

一=一
h

ハ

早
川
裕
道

(
M
2
)

武
末
直
也

(
M
2
)

藤
井
顕
子

(
M
2
)

松
浦
哲
良

(
M
2
)

佐
藤
明
功

(
M
2
)

石
丸
涼
道

(
M
2
)

安
満
忠
英

(
M
3
)

讃
井

亮

(
M
3
)

杉
田

了

(
M
2
)

和
田
芳
樹

(
M
2
)

谷

賞
照

(
M
2
)



講
師

普
賢

於
龍
谷
大
学
大
府
息
子
合
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

保
之
(
京
都
女
子
大
学
教
授
)

i寅
題

党
如
の
教
学
理
解

O
学
会
発
表

《
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
四
回
大
会
》

日
程

二
O
一
O
年
一
一
月
九
日
(
火
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

-
宝
厳
の
願
生
帰
命
説
批
判

ー
そ
の
著
述
を
通
し
て
|

西
原
法
興

(
D
2
)

-
江
戸
後
期
に
お
け
る
高
田
教
学
の
変
遷

ー
真
淳
の
戒
律
論
を
め
ぐ
っ
て
|

栗
原
直
子

(
D
3
)

『
論
註
』
に
お
け
る
「
智
」
と
「
慧
」
の
分
釈
の
意
図

問
中
無
量

(
D
3
)

-
親
鷲
の
他
力
思
想
と
信
の
研
究

福
岡
依
正

(
D
3
)

《
第
一
五
回
国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
》

日
程

二
O
一
一
年
八
月
四
日
(
木
)
・
五
日
(
金
)
・
六
日
(
土
)於

大
谷
大
学

-
中
国
浄
土
教
に
お
け
る
「
往
生
伝
類
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
善
導
を
中
心
と
し
て
|

山
崎
真
純

(
D
2
)

-、H
，
F
m
w
明
町
ω円

ω
Z
Z
回
口
内
皆
出
回
一
旦
∞
角
川
『
〈
w
m
w
図。。
r
一
ロ
開
口
問
一
宮
町
一

E
C
2
.
ω
E同，
F
何
回
口
内
注
目
己
ωぺ
ω
〈
o
a
m
宮
内
自
己

5
3
(
S
N
h日)

i定

報

-
同
，

F
O
E
-
ω
円。同
1v
、
自
丘

U
O〈
巴
。
司

g
oロ
円
。
同
』
。
己
。

ω
F
E

回
口
円
丘
町
一
ωヨ
一
口
吋
包
宅
問
ロ

-
現
在
の
北
米
教
団
に
お
け
る
往
生
理
解
(
パ
ネ
ル
発
表
)

《
日
本
宗
教
学
会
第
七

O
回
学
術
大
会
》

日
程

稗
氏
真
澄

(
D
2
)

五

仁
興

(
M
2
)

鰐
氏
真
澄

(
D
2
)

二
O
一
一
年
九
月
二
日
(
金
)
・
三
日
(
土
)
・
四
日
(
日
)関
西
学
院
大
学

-
環
中
の
廻
心
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
『
正
中
録
』
著
述
の
真
意
|

於
西
原
法
典

(
D
3
)

-
「
往
生
伝
類
」
に
お
け
る
善
導
・
善
道
聞
に
つ
い
て
の
一
考
察

山
崎
真
純

(
D
2
)

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
二
回
学
術
大
会
》

日
程

二
O
一
一
年
九
月
七
日
(
水
)
・
八
日
(
木
)

-
「
往
生
伝
類
」
に
お
け
る
行
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
特
に
念
仏
思
想
に
つ
い
て
|

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

山
崎
真
純

(
D
2
)

-
曇
驚
に
お
け
る
南
朝
仏
教
の
影
響

・
存
党
の
報
恩
思
想
に
お
け
る
真
宗
者
の
世
俗
行
為
に
対
す
る
態
度

内
田
准
心

(
D
2
)

谷
口
智
子

(
D
2
)

一
三
七



-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
心
に
ま
つ
わ
る
表
現

増
井
裕
子

(
D
2
)

-
真
宗
的
伝
道

ー
「
御
文
」
と
「
講
」
の
仕
組
み
に
学
ぶ
|

加
茂
順
成

(
D
2
)

-
浄
土
真
宗
英
語
聖
典
成
立
に
お
け
る
白
人
得
度
者
が
果
た
し
た
役
割

鰐
氏
真
澄

(
D
2
)

-
環
中
の
願
生
帰
命
説

ー
『
建
値
撤
邪
篇
』
を
通
し
て
|

西
原
法
興

(
D
3
)

仏
教
学
専
攻

《
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

日
程

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日
(
木
)

於
施
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
健
二

O
三
教
室

・
寝
海
撰
『
華
厳
経
唯
心
義
短
冊
』
に
お
け
る
唯
心
思
想
の
研
究

上
村
弘
典

(
M
2
)

教
相
判
釈
論
と
華
厳
宗
の
成
立

ー
智
織
と
法
蔵
の
同
教
説
|
ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
・
ダ
ニ
エ
ル

(
M
2
)

-
迦
才
撰
『
浄
土
論
』
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
研
究

ー
基
撰
『
観
弥
勅
菩
隆
上
生
兜
準
天
経
質
』
と
の
比
較
検
討
を
ふ
ま
え

本
多
公
売

(
M
3
)

て

-
タ
イ
上
座
仏
教
か
ら
学
ぶ
生
き
た
宗
教
と
し
て
の
仏
教
木
山
景
星

(
M
2
)

-
ツ
オ
ン
カ
パ
の
パ

l
ヴ
ィ
ヴ
ェ

l
カ
理
解

日
程

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
(
金
)

一
三
八

馬
場
明
希

(
M
3
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
合
東
健
二

O
三
教
室

-
ニ
ヤ

l
ヤ
学
派
に
見
ら
れ
る
包
右
ω
r
t
の
研
究

.パ

l
ニ
ニ
文
法
学
に
お
け
る
並
列
複
合
語
の
研
究

・〈
S
吉
田
出
品
包
第
三
章
第
一
八
節
の
考
察

-
『
ラ

l
マ
l
ヤ
ナ
』
に
お
け
る
倫
理
道
徳

朱 下
野
良
彰

(
M
2
)

星
元

(
M
2
)

山
田
昌
弘

(
M
2
)

久
保
田
修
平

(
M
4
)

《
平
成
二
十
二
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
》

日
程
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
(
火
)

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
合
一
白
銀
二
階
大
会
議
室

・

『

慾

諭

弁

惑

章

』

の

即

身

成

仏

義

古

田

慈

順

(
D
l
)

・
『
提
謂
波
利
経
』
の
侠
文
補
遺

・
党
銀
独
自
の
五
臓
理
解

山
口
大
輔
(
意
民
)
(
D
2
)

-可司、

a.ぬ
母
、
お
民
営
h
N

に
お
け
る
勝
義
解
釈

-
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
最
終
章
に
列
挙
さ
れ
た

亀
山
隆
彦
(
研
究
生
)

早
島

慧

(
D
1
)

ブ
ッ
ダ
・
ダ
ル
マ
と
そ
の
配
列
に
関
す
る
一
試
論

-
ア
ヴ
ア
ロ

l
キ
タ
ヴ
ラ
タ
と
階
級
差
別

《
真
宗
連
合
学
会
第
五
十
八
回
大
会
》

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日
(
金
)

日
程

商 上
野
隆
平

(
D
2
)

売

(
D
2
)

於

大
谷
大
学



-
『
浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

《
平
成
二
十
三
年
度
叡
山
学
会
〉

日
程
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
(
木
)

・
智
顕
と
濯
項
に
お
け
る
『
浬
繋
経
』
観

ー
吉
蔵
撰
述
書
と
の
比
較
を
通
し
て
|

佐
竹
真
城

(
D
3
)

於

叡
山
学
院

村
上
明
也
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

《二

O
一
一
年
度
卒
業
論
文
の
書
き
方
説
明
会
》

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
(
火
)

日
程

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
束
安
一

O
四
教
室

吉
田
慈
順

(
D
2
)

-
卒
業
論
文
を
ど
う
書
く
か

.
資
料
収
集
と
保
存
方
法

.
卒
論
執
準
に
関
す
る
注
意
事
項

，、

者I~

数
千 系
成
一大
し子

去院
一沌
年 A
七一日土
~ i住
主院
I H: 
九ョム
n ii悶

21文
金発
) まえ
会、4

日
程
-
『
怒
諭
弁
惑
章
』
の
考
察

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
六
十
二
回
学
術
大
会
》

日
程

平
成
二
十
三
年
九
月
七
日
(
水
)

-
尽
形
寿
薬
に
関
す
る
諸
律
悶
繰
調
の
比
較
研
究

集

報

上
野
降
平

(
D
3
)

杉
本
瑞
帆

(
D
2
)

於

大
谷
大
学

吉
田
慈
順

(
D
2
)

於

総
谷
大
学
大
宮
学
合

井
上
綾
瀬
(
研
究
生
)

-
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
真
実
品
に
お
け
る
勝
義
解
釈

-
冨
∞
〉
〉
只

-uQ日・お
1

色
、
ミ
努
之
島
民

bhEミ
考

-
〉

g
Z
E
g〈
S
Z
と
階
級
差
別

-
「
現
量
党
」
に
よ
る
衆
賢
の
「
識
境
倶
生
」
説
吉
田

-
法
宝
撰
『
一
乗
仏
性
究
党
諭
』
の
基
底

ー
特
に
浄
影
寺
慈
速
の
忠
怨
と
対
比
し
て
|

早
島

慈

(
D
2
)

西上
UJ ~rt 
隆
平

D 
3 

亮

(
D
3
)

哲
(
本
学
非
常
勤
講
師

、EJ
1ザ
悼
民
I
-
t
E
h
Z
1
d
し
J
-

A
J目
印
刷
"
が
1
判
例

pmw.仰
1

H
」

-
『
菩
薩
戒
義
疏
』
と
『
党
網
経
』
と
の
関
連
性
村
上
明
也
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

|慾
諭
最品
i登義
章徳』

さムの

EE位
ず置
の
展つ
開け

上

お

て

-
党
鍍
に
お
け
る
心
身
平
等
説

日
程

平
成
二
十
三
年
九
月
八
日
(
木
)

-
『
提
謂
波
利
経
』
散
侠
部
分
の
教
説

・
両
頭
愛
染
問
見
茶
羅
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

ー
金
胎
不
二
の
図
像
的
表
現
を
中
心
に
|

古
削
慈
順

(
D
2
)

亀
山
隆
彦
(
研
究
生
)

龍
谷
大
学
大
官
学
舎

山
口
大
輔
(
意
同
県
)
(
D
3
)

於
鍵
和
田
聖
子
(
研
究
生
)

一
三
九



哲
学
専
攻

《
龍
谷
哲
学
会
主
催

第
三
十
二
回
哲
学
勉
強
会
》

日

程

二

O
一
一
年
六
月
十
八
日
(
土
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
北
袋
一

O
四
教
室

発
表
者

尾
川
知
氏
(
本
学
修
士
課
程
)

題

目

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
の
心
身
論

ー
ク
リ
マ
「
人
間
H
身
体
+
魂
」
に
お
け
る
問
題
解
決
の
検
討

《
『
基
礎
づ
け
』
精
読
勉
強
会
》

毎
週
土
限
日
十
七
時
1

カ
ン
ト
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
を
精
読
す
る
。
内
容
の
要
約
と

確
認
、
疑
問
点
の
議
論
に
よ
っ
て
、
『
基
礎
づ
け
』
を
よ
り
精
密
に
読
む
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

テ
キ
ス
ト
一
カ
ン
ト
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
宇
都
宮
芳
明
訳
、
以

文
社
、

一
九
九
八

同ハ
S
F
C
ミ
ミ
ミ
ぬ
き
h
N
N
q
h
h
S
H
h
v
守
句
匙
丸
町
、
包

S
S

《
ド
イ
ツ
語
勉
強
会
》

毎
週
金
峨
日
十
五
時
三

O
分
i

留
学
書
の
導
入
的
文
献
を
和
訳
す
る
。
主
に
院
生
が
学
部
生
に
指
南
す
る
。

院
生
は
内
容
理
解
に
よ
っ
て
哲
学
書
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ド
イ

ツ
語
に
習
熟
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
学
部
生
は
ド
イ
ツ
語
と
ド
イ
ツ
語

一
四
O

の
哲
学
用
語
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

テ
キ
ス
ト
一
。
江
円
宮
内
四
国
α
ロ0
・

-
h
z
E
F
Eロ
間
宮
内
回
目
。
同
ハ
ユ
Z
W
色
m
w吋

u
s
r
z
R
Y
Oロ
〈

R
ロ
ロ
ロ
コ
J

同
還
さ
ぬ
き
ζ
~

同
R
N
S
N
~

同
三
之
、
『
号
、

マ
忌
志
向

ps-な
さ
き
、
F
O
R
z
a
国
民
向
。

(Fam・
)
十
回
q
-
F
N
O
O
N
-

《
古
代
・
中
世
哲
学
研
究
会
》

毎

週

火

陥

日

十

六

時

i

西
洋
古
代
・
中
世
の
哲
学
に
関
す
る
外
国
語
文
献
の
読
解
を
通
し
て
、
研

究
に
必
要
な
語
学
力
と
批
判
的
精
神
を
養
う
。
現
在
扱
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

は
次
の
二
点

回

-
U
ω
i
m
m
w
(ぬ
門
戸
)

M
J
走。~。
h
営
問
、
町
立
同
仕
え

k
曲
A
N

ミ
な

S
J同

ωsashN 

町
民
KNHFFω
己
面
白
"
N
C
o
m
・

-
門

mM可】
O
ア

河

-
z
、H
，F
O
可
円

o
z
o
g
o町
内

ロ

EM10(Uozzm角
川
口
巳
2
.
J
M
3
F町

、、町民守
8
h
v
p
町
内
ミ
均
さ
な
さ
・
∞
∞
・
H
1
N
∞・

5
勾

教
育
学
専
攻

《二

O
一
一
年
度
修
士
論
文
中
間
発
表
会
》
於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

.
「
中
国
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
科
書
に
関
す
る
研
究

日
程

七
月
九
日

北
ー
一
一

O

ー
上
海
地
区
を

対
象
に

l
」

呉

日
開

(
M
2
)

-
「
中
国
朝
鮮
族
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育

ー
中
国
語
教
育
と
英
一
諦

教
育
を
中
心
に
|
」

竹
山

香

(
M
2
)



-
「
青
年
期
に
お
け
る
感
情
体
験
と
対
人
関
係
の
認
知
と
の
関
連
に
つ
い
て
」

士
日
間
愛
理

(
M
2
)

北
林
次
郎

(
M
2
)

・
「
児
童
養
護
施
設
の
「
子
ど
も
が
捉
え
る
成
長
」
に
つ
い
て
の
探
索
的
研

究

」

腐

橋

諒

一

-
「
パ
ウ
ム
テ
ス
ト
に
よ
る
う
つ
病
の
考
察
」

(
M
2
)
 

制未

認型
号'A V，J 

担問

存事
る守，、.、.
丞お
し、け

福生
グ) 1丁

位動

き2
け起
σ〉
模持
索統
|要
L. I-H 

グ〉

研
'*' :n.. 

fr 

山
本
拓
磨

(
M
2
)

・
「
遊
戯
療
法
の
『
遊
ぴ
』
に
お
け
る
『
情
動
調
律
』
と
『
共
感
性
応
答
』

に

つ

い

て

の

一

考

察

」

問

屋

景

子

(
M
2
)

.
「
友
人
と
の
関
係
が
深
ま
る
タ

l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
一
考
・
祭
」

白
石
洋
平

(
M
2
)

-
「
自
閉
症
児
(
者
)
の
養
育
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

宇
野
沙
知
子

(
M
2
)

-
「
小
学
校
に
お
い
て
不
適
応
を
呈
し
て
い
る
児
童
の
実
態
調
査
」

沖
原
千
菜
美

(
M
2
)

『
飽
谷
大
学
教
育
学
会
紀
要

第
十
号
』
龍
谷
大
学
教
育
学
会
、二
O
一
一
年
三
月

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
ピ
ハ

l
ラ
活
動
の
展
開
と
現
状
の
課
題
」

旬
開
】
・
印
印

I
a叶

伊
東
秀
章

(
D
3
)

葉

報

『
日
本
宗
教
学
会
第
七
十
回
学
術
大
会
』

日
程

二

O
一
一
年
九
月
三
日

於
…
関
西
学
院
大
学

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
ピ
ハ

l
ラ
活
動
の
意
義
」
伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

『
仏
教
看
護
・
ビ
ハ

l
ラ
学
会

第
七
四
年
次
大
会
』

於
一
京
都
華
項
大
学

日
程

二
O
一
一
年
八
月
二
八
日

「
ビ
ハ

l
ラ
活
動
に
お
け
る
生
死
の
問
題
に
つ
い
て

の
結
果
よ
り
|
」

伊
東
秀
準
(
研
究
生
)
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

友
久
久
雄
(
教
授
)

国
史
学
専
攻

【二
O

一0
年
度
後
期
】

よ
柵
文
執
筆
・
研
究
は
楽
し
い
ぞ
」

口
講
演
会
日

時
一
二

O
一
O
年
一

O
月
五
日
(
金
)

所
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

一
六
時
四
五
分
1

場

北
餐
二

O
三
教
室

報
告
者
「
研
究
テ

l
マ
の
決
め
方
」

谷
崎

仁
美
(
考
古
学

「
瀬
戸
際
に
追
い
詰
め
ら
れ
な
い
た
め
の
卒
論
心
構
え
」

大
城
伊
織
(
近
現
代
史

造
酒
盟
(
古
代
史

「
古
代
史
研
究
に
お
け
る
自
然
災
害
」

「
近
世
史
研
究
に
お
け
る
史
料
の
扱
い
方

M
2
)
 

M
l
)
 

D
l
)
 

『
先
進
』
争
論
を
例
に
|
」

高
山

嘉
明
(
近
世
史

ー
幕
末
期
東
西
本
願
寺
の

研
究
生
)

四



口
研
究
発
表
会

{列
A 
~ 

第
一

O
回

一
O
月
二
二
日
(
水
)

藤
原

祥
恵
(
近
世
史

M
2
)
 

「
近
世
の
は
や
り
病
と
人
々
の
迷
信
観
に
つ
い
て
」祥
光
(
中
世
史

第
一
一
回

一O
月
二

O
日
(
水
)

「
奈
良
i
平
安
、
畿
内
の
材
木
調
達
」

杉
山
北
原

D
1
)
 

第
一
二
回
「
鎌
倉
洛
中
に
お
け
る
治
安
維
持

い
て
|
」

義
弥
(
中
世
史

一
O
月
二
七
日
(
水
)

M
2
)
 

ー
簿
屋
と
在
地
人
の
関
係
性
に
つ

十
一
月
一

O
日
(
水
)

嘉
明
(
近
世
史

研
究
生
)

第
一
三
回
「
党
鐙
鋳
換
問
題
に
お
け
る
『
叡
慮
』
の
位
置
」

杉
山
義
弥
(
中
世
史

高
山

第
一
四
回

十
一
月
一
七
日
(
水
)

M
2
)
 

「
饗
屋
の
制
度
的
展
開
と
変
質
」

第
一
五
回

十

二

月

一

日

(

水

)

仁

美

(

考

古

学

「
古
代
に
お
け
る
軒
平
瓦
の
製
作
技
法
の
違
い
と
時
期
差
の
問
題
」

第
一
六
回
十
二
月
八
日
(
水
)
片
岡
英
子
(
近
現
代
史

M
l
)

「
B
C
級
戦
犯
に
関
す
る
戦
争
責
任
」

谷
崎

M
2
)
 

口
研
究
会
・
輪
読
会

・
古
代
史
輪
読
会
1

毎
月
第
一
土
限
日
も
し
く
は
日
限
日

《於

国
史
学
合
同
研
究
室
》

章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

テ
キ
ス
ト
一
国
史
大
系
普
及
版
『
類
来
三
代
格
・
前
篇
』
(
吉
川
弘
文
館
)

【
担
当
…
平
林

四

古
代
史
輪
読
会
で
は
、
『
類
束
三
代
格
』
の
中
か
ら
「
神
社
」
を
め
ぐ
る

史
料
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
「
神
社
」
の
項
目
が
『
類
衆
三
代
格
』
で
最
初

に
置
か
れ
て
い
る
程
、
古
代
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
関
心
の
深
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
を
探
っ
た
。

毎
月
第
四
土
隅
日
も
し
く
は
日
眼
目
(
前
日
に
相
談
し

《
於
国
史
学
合
同
研
究
室
》

-
古
代
史
輪
読
会
2

て
決
定
)

【
担
当
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

テ
キ
ス
ト
一
国
史
学
大
系
普
及
版
『
統
日
本
紀
・
後
編
』

毎
月
第
二
火
蹴
日
・
国
史
学
合
同
研
究
室
》

-
中
世
史
研
究
会

，、
於

【
担
当
…
岸
田
裕
之
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

『
天
正
記
』
(
『
戦
国
期
毛
利
氏
史
料
撰
』
マ
ツ
ノ
書
脂

九

テ
キ
ス
ト

八
七
年

所
収
)

テ
キ
ス
ト
の
各
年
月
日
の
筒
条
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
、
対
象
の
条
の
解

釈
、
関
連
事
項
を
-
調
べ
て
報
告
す
る
。

参
考
図
書
と
し
て
『
毛
利
輝
元
侃
伝
』
『
萩
藩
閥
閲
録
』
等
を
利
用
し
、

同
時
期
の
毛
利
輝
元
周
辺
の
動
き
も
把
握
し
、
ま
た
、
豊
臣
政
権
下
近
世
へ

の
移
行
に
も
関
心
を
広
げ
る
。

京
都
並
び
に
京
都
周
辺
の
史
蹟
地
に
赴
き
、
地
域
史
像
・
時
代
史
像
を
考

え
る
臨
地
見
学
会
も
行
っ
て
い
る
。

-
近
世
史
史
料
輪
説
会
隔
週
木
限
日
《
於
国
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
平
田
厚
志
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

今
年
度
は
『
徳
川
禁
令
考
』
(
創
文
社
)
所
収
の
法
令
史
料
を
中
心
に
輪



読
を
行
う
。
近
世
史
料
の
読
解
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
必
要
に
応
じ

て
法
令
を
め
ぐ
る
政
治
的
・
思
想
的
背
景
を
考
察
す
る
。

-
近
現
代
史
研
究
会

隔
週
金
曜
日

於

図
書
館
研
究
室
》

伊
織

(
M
l
)】

テ
キ
ス
ト
一
宮
沢
俊
義
校
詑
『
憲
法
義
解
』
岩
波
書
出

久
米
邦
武
や
丸
山
真
男
等
の
論
文
を
も
と
に
、
近
現
代
史
史
料
の
読
解
を

行
う
。
論
文
関
係
事
項
を
各
員
で
調
査
し
報
告
す
る
。
明
治
則
の
激
動
す
る

社
会
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
担
当
一
大
城

一
九
四

O
年

毎
週
月
曜
日
五
講
義
時

国
史
学
合
同
研
究
室
》

-
古
文
書
研
究
会

【
担
当
一
北
原
祥
光

(
D
l
)
】

テ
キ
ス
ト
一
随
時
古
文
書
の
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
を
扱
い
、
ま
ず
く
ず
し
字
の
解
説
を

そ
れ
ぞ
れ
の
古
文
書
が
持
っ
て
い
る
時
代
性
や
特

戸、

於

行
っ
て
内
容
を
理
解
し
、

徴
を
探
る
。

.
『
天
正
記
』
を
読
む
会

【
担
当
一
北
原
祥
光

(
D
l
)
}

本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
輪
読
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
天
正
記
」
は
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大

村
自
己
が
著
し
た
一
群
の
記
録
で
す
が
、
本
舎
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
段
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

《
大
宮
図
書
館

4
F
学
習
室
》

く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、
発
表
担
当
者
を
決
め
て
輪
読
し
ま
す
。

i量

報

-

考

古

学

勉

強

会

《

於

毎
週
金
曜
日
、
考
古
学
研
究
室
で
考
古
学
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

大
宮
学
舎
束
費
二
階

考
古
学
研
究
室
》

「
考
古
学
の
方
法

型
式
学
を
中
心
に
」
「
ソ

l
シ
ャ
ル
ア
!
ケ
オ
ロ
ジ

l

(
英
語
輪
読
)
」
※
隔
週
で
行
う
。

【
担
当
一
谷
崎

仁
美

(
M
2
)】

-
「
縄
文
時
代
の
な
り
わ
い
と
土
器
編
年
」

毎
週
水
附
日
(
前
期
)

【
担
当
…
青
山

航

(
M
l
)】

-
「
古
墳
時
代
研
究
の
基
礎
」
毎
週
水
曜
日
(
後
期
)

【
担
当
一
志
田

真
五
口
】

口
『
国
史
学
研
究
』
第
三
四
号
(
二

O
一
一
年
三
月
発
行
)

【二

O
一
一
年
度
前
期
】

口
二

O
一
一
年
度
総
会

日

時
二
一

O
一
一
年
六
月
二
四
日
(
金
)

一
三
時
一
五
分
1

所
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

.
記
念
講
演
一
山
本

場

東
養
一

O
三
教
室

先
生
(
岐
阜
工
業
高
等
専
門
学
校

浩
樹

教
授
)

「
関
ヶ
原
の
戦
い
と
中
近
世
移
行
期
の
社
会
」

口
研
究
発
表
会

例
会

六
月
一
五
日

M
2
)
 

立
広
(
近
世
史

上
之
園

-
第
一
回

「
生
類
憐
み
令
に
つ
い
て
」

一
四
三



-
第
二
回

六
月
二
一
一
日

苑
(
近
世
史

M
1
)
 

|珂

「
近
世
の
瀬
者
に
つ
い
て
」

六
月
二
九
日

吉
倉

-
第
三
回

靖
(
古
代
史

M
2
)
 

「
東
山
道
の
駅
家
に
つ
い
て

l
美
濃
・
信
濃
国
を
中
心
に
|
」

英
子
(
近
現
代
史

-
第
四
回

七
月
六
日

岡

M
2
)
 

「
B
C級
戦
犯
に
関
す
る
戦
争
責
任
に
つ
い
て
」

口
研
究
会
・
輪
読
会

・
古
代
史
輪
読
会

【
顧
問
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
代
表
…
造
酒
盟

(
D
2
)
】

古
代
史
輪
説
会
で
は
、
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
を
含
め
て
、
古
代
史
研

究
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
類
束
三
代
格
』
と
『
統
日
本
紀
』
の
輪
読
を
進
め

て
い
る
。
史
料
の
読
み
方
や
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
問

題
点
や
そ
の
史
料
の
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
云
い
た
い
こ
と

を
云
い
合
う
。
つ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
史
料
を
ネ
タ
に
し
て
如
何
に
遊
よ
か
。

こ
れ
が
輪
説
会
の
目
標
で
あ
る
。

具
体
的
日
程
は
、
そ
の
都
度
合
識
に
よ
り
決
め
て
い
る
が
、
凡
そ
次
の
よ

う
で
あ
る
。

①
『
類
家
三
代
格
ヒ
毎
月
第
二
土
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。
国
史
合
研
に

て。

②
『
統
日
本
紀
』
一
毎
月
第
四
土
陥
目
。
午
後
四
時
か
ら
。
国
史
合
研
に
て
。

・
中
世
史
研
究
会
毎
月
第
二
火
眼
目
三
講
義
時

一
四
四

〆、
於

国
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
岸
田
裕
之
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

『
天
正
記
』
(
『
戦
国
期
毛
利
氏
史
料
撰
』
マ
ツ
ノ
書
庖

1L 

テ
キ
ス
ト

八
七
年

所
収
)

テ
キ
ス
ト
の
各
年
月
日
の
筒
粂
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
、
対
象
の
粂
の
解

釈
、
関
連
事
項
を
調
べ
て
報
告
す
る
。

参
考
図
書
と
し
て
『
毛
利
輝
元
印
伝
』
『
萩
藩
閥
閲
録
』
等
を
利
用
し
、

同
時
期
の
毛
利
輝
元
周
辺
の
動
き
も
把
握
し
、
ま
た
、
豊
臣
政
権
下
近
世
へ

の
移
行
に
も
関
心
を
広
げ
る
。

京
都
並
び
に
京
都
周
辺
の
史
蹟
地
に
赴
き
、
地
域
史
像
・
時
代
史
像
を
考
え

る
臨
地
見
学
会
も
行
っ
て
い
る
。

-
近
世
史
史
料
輸
説
会
隔
週
木
附
日
一
七
時
か
ら
，、
於

国
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
平
田
厚
志
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

今
年
度
は
『
唐
通
事
会
所
目
録
』
の
輪
読
を
行
う
。
近
世
史
料
の
読
解
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
社
会
的
・
思

想
的
背
景
を
考
察
す
る
。

な
お
、
学
部
生
を
対
象
に
行
う
の
で
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

-
近
現
代
史
研
究
会

火
臨
日
四
講
義
時
(
隔
週
で
開
催
・
参
加
者
の
都
合
に

国
史
学
合
同
研
究
室
》

よ
っ
て
は
変
更
あ
り
)

【
担
当
一
大
城
伊
織

(
M
2
)
】

，、
於



テ
キ
ス
ト
一
随
時
配
布
す
る

配
布
史
料
の
読
解
、
討
議
を
行
い
、
近
現
代
史
に
お
け
る
様
々
な
問
題
点

を
考
察
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
参
加
者
の
意
見
を
勘
案
し
て
決
定
し
た
い
。
テ

キ
ス
ト
例
と
し
て
は
福
沢
諭
吉
の
『
文
明
論
之
概
略
』
、
丸
山
民
男
「
日
本

人
の
政
治
意
識
」
な
ど
が
あ
る
。

月
間
峨
日
五
講
義
時

国
史
学
合
同
研
究
室
》

-
古
文
書
研
究
会

【
担
当
一
北
原
祥
光

(
D
2
)
】

テ
キ
ス
ト
一
随
時
古
文
書
の
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
。

，、、
於

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
を
扱
い
、
ま
ず
く
ず
し
字
の
解
読
を

行
っ
て
内
容
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
古
文
書
が
持
っ
て
い
る
時
代
性
や
特

徴
を
探
る
。

-
「
天
正
記
」
を
読
む
会

第
一
・
第
三
火
隠
日
三
講
義
時

大
宮
図
書
館
四
時
学
習
室
》

戸、
於

【
幹
事
一
北
原
祥
光

(
D
2
)
】

本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
輪
説
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
天
正
記
」
は
盟
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大

村
由
己
が
著
し
た
一
鮮
の
記
録
で
す
が
、
本
書
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
豊
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
進
め
方
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
発
表

担
当
者
を
決
め
て
輪
説
し
ま
す
。

《
考
古
学
研
究
室
活
動
》

梨

報

口
考
古
学
研
究
室
遺
跡
見
学
会

-
五
月
一
五
日
(
日
)
(
大
阪
府
高
槻
市
)

口
考
古
学
研
究
室
遺
跡
見
学
旅
行

-
八
月
二
六

i
二
八
日
(
岡
山
県
岡
山
市
、
総
社
市
)

-
考
古
学
勉
強
会

六
・
七
講
義
時

大
宮
学
舎
東
餐
二
階

・
金
眼
目
六
講
義
時
【
担
当
…
岡
崎
晋
明
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

『
モ
ン
テ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
考
古
学
研
究
法
』

モ
ン
テ
リ
ウ
ス
と
チ
ャ
イ
ル
ド
の
論
文
(
訳
文
)
を
用
い
る
。

・
木
躍
日
一
九
時
か
ら
【
担
当
一
青
山
航
・
志
田
真
五
回

(
M
2
)
】

水
・
金
眼
目於

考
古
学
研
究
室
》

『
発
掘
現
場
で
凶
ら
な
い
た
め
に
』

こ
の
勉
強
会
で
は
こ
れ
か
ら
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
い
人
、
現
場
経
験
の

浅
い
人
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
測
量
機
材
の
使
い
方
、
測
量
の
練
留
を
行
い

発
掘
現
場
で
の
基
礎
技
術
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

東
洋
史
学
専
攻

ニ
O

一0
年
度
後
期

《
学
部
生
研
究
発
表
例
会
》
於

大
宮
学
舎
西
袋
二
階
東
洋
史
学
合
同
研
究
室

十
一
月
十
七
日
(
水
)
午
後
四
時
四
十
五
分
よ
り

.
金
代
議
・
北
の
社
会
変
動

藤
原
裕
士

(
4
回
生
・
木
田
ゼ
ミ
)

一
四
五



《
第
三
十
四
回
研
究
大
会
》

日
n寺

十
一
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
よ
り

於

大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

研
究
発
表

-
金
朝
世
宗
・
事
宗
期
の
官
僚
黒
田
有
誌
(
修
士
課
程
2
回
生
)

・
孫
呉
政
権
の
主
従
関
係
に
つ
い
て
川
見
健
人
(
修
士
課
程
2
回
生
)

.
宋
代
に
於
け
る
進
士
科
登
第
者
の
出
身
地
松
野
美
貴
(
博
士
課
程
3
回
生
)

綾
(
博
士
課
程
4
回
生
)

-
呼
称
か
ら
み
る
元
代
の
医
者
に
つ
い
て
谷
口

.
清
代
悶
南
地
域
に
於
け
る
移
民
と
民
間
信
仰

岡
安
県
瀧
口
鳳
山
祖
廟
を
例
と
し
て
松
尾
郁
子
(
博
士
課
程
4
回
生
)

特
別
研
究
発
表

講
師
演
題

中
間
裕
子
先
生
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

「
唐
代
馬
政
と
ソ
グ
ド
系
突
版
」

二
O
一
一
年
度
前
期

《
第
三
十
五
回
総
会
》

六
月
三
日
(
金
)

日
時

午
後
一
時
半
よ
り
於

大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル

記
念
講
演
【
龍
谷
事
合
協
賛
】

一
四
六

i寅論
題附

長
崎
暢
子
先
生
(
龍
谷
大
学
現
代
イ
ン
ド
研
究
セ
ン
タ
ー
長
)

『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ー
ガ

l
ン
デ
ィ
!
の
事
例
|
』

《
輪
読
会
の
運
営
》

・
初
級
漢
文
輪
読
会

・
消
代
漢
籍
史
料
『
聖
武
記
』

-
テ
キ
ス
ト
『
三
国
志
』
呉
書

-
中
世
中
国
関
係
史
料

-
学
部
生
対
象
欧
文
輪
読
会

-
ペ
ル
シ
ア
語
輪
読
会

ペ
ル
シ
ャ
語
中
級
輸
説
会

-
現
代
ト
ル
コ
語
初
級
輪
読
会

寅
任
者

責
任
者

責
任
者

資
任
者

責
任
者

寅
任
者

松
野
美
貴
(
博
士
後
期
4
回
生
)

日
時
要
相
談

黒
田
有
誌
(
博
士
課
程
1
回
生
)

日
時
要
相
談

川
見
健
人
(
博
士
課
程
l
回
生
)

日
時
要
相
談

末
川
洗
介
(
修
士
課
程
2
回
生
)

日
時
要
相
談

尾
白
悠
紀
(
博
士
課
程

5
回
生
)

日
程
要
相
談

村
岡

倫
(
本
学
文
学
部
教
授
)

日
程
未
定

責
任
者

土
屋
和
良
(
賛
助
会
員
)

日
程
未
定

土
屋
和
良
(
賛
助
会
員
)

責
任
者

・
チ
ャ
ガ
タ
イ
日
ト
ル
コ
語
入
門
輸
説
会

日
程
未
定

責
任
者

土
産
和
良
(
賛
助
会
員
)



日
本
語
日
本
文
学
専
攻

《二

O
一
0
年
度
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

合
同
研
究
発
表
会
》

日
程

二

O
一
O
年
九
月
一
一
日
(
土
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
合

北
安
二

O

-
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
匂
官
の
即
位
を
め
ぐ
る
言
説
川
口
陽
子

(
D
2
)

-
『
筆
物
語
』
再
検
討

.
飛
鳥
井
雅
経
の
和
歌
研
究

葉

(
M
2
)

ー
第
二
部
を
中
心
に

l

|
勅
撰
集
所
収
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

昆虫
!n!.. 

原
阪
口
友
介

(
M
2
)

-
『
平
家
花
揃
』
の
研
究

ー
そ
の
制
作
目
的
を
め
ぐ
っ
て
|

-
御
伽
草
子
『
十
二
類
絵
巻
』
の
制
作
意
図

・
司
馬
遼
太
郎
と
「
明
治
百
年
祭
」

問
村
友
加
盟

(
M
2
)

加
藤
綾
子

(
M
2
)

平
塚
佳
菜

(
M
2
)

福
島
暢
啓

(
M
2
)

-
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
言
文
一
致
作
品
の
文
体

・
副
詞
の
「
i
の
」
を
伴
う
連
休
用
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
高
久
美
子

(
M
2
)

《
存
覚
研
究
会
》

日
程

龍
谷
大
学

二

O
一
O
年
九
月
一
二
日
(
日
)

於

-
記
さ
れ
た
無
住

ー
『
存
党
一
期
記
』
を
中
心
に
l

吉
岡

唯

(
D
3
)

《
古
代
文
学
研
究
会

一
二
月
例
会
》

集

報

日
程

二

O
一
O
年
一
二
月
一
二
日
(
日
)

-
『
源
氏
物
語
』
第
三
部
の
今
上
帝
を
考
え
る

《
文
懇
談
話
会
》

日
程

二

O
一
O
年
一
二
月
一
五
日
(
水
)

『
沙
石
集
』
と
い
う
〈
名
〉
の
踏
襲
を
め
ぐ
っ
て

中
，じ、

《
ク
リ
ス
マ
ス
研
究
集
会
》

日
程

二

O
一
O
年
二
一
月
二
四
日
(
金
)

『
沙
石
集
』
と
い
う
〈
名
〉
の
踏
襲
を
め
ぐ
っ
て

中
'じ、

《
文
巷
談
話
会
》

1
程

二

O
一
一
年
六
月
一
一
一
日
(
日
)

-
『
幕
帰
絵
詞
」
に
記
さ
れ
た
党
如
の
和
歌
と
神
祇
の
関
係
に
つ
い
て

唯
(
研
究
生
)

《
中
世
神
道
研
究
会
》

日
程

二

O
一
一
年
七
月
二
三
日
(
土
)

-
天
照
大
神
日
決
の
輪
読
発
表

於

同
志
社
大
学

学

(
D
l
)

徳
井

於

龍
谷
大
学

ー
『
続
沙
石
集
』
を

吉
田

唯

(
D
3
)

於

名
古
屋
大
学

ー
『
統
沙
石
集
』
を

唯

(
D
3
)

ゴz，ョ
問

τ七

回 吉
田

於

龍
谷
大
学

於

早
稲
田
大
学

唯
(
研
究
生
)

一
四
七



〆、

。
一年。
一度
一龍

空交
月菌
一文
五品
目丈
，，-、ニ，..
土
研
究
発
表
会
》

日
程

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

・
『
源
氏
物
語
』
弘
徽
殿
大
后
と
正
義
於

北
饗
二

O
三

|
「
悪
后
」
と
い
う
評
価
を
め
ぐ

-っ
て

川
口
陽
子

(
D
3
)

|
源
氏
物
語
・
宇
治
十
帖
の
一
栄
|

桜
井
清
華
(
研
究
生
)

-
〈
.
股
の
し
る
し
〉
と
中
の
君

《二

O
一
一
年
度
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

プ
レ
合
同
研
究
発
表
会
》

日
程

二
O
一
一
年
八
月
六
日
(
土
)於

・
曲
亭
馬
琴
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
研
究

・
太
田
牛
一
『
信
長
公
記
』
執
筆
と
編
集

・
能
本

l
世
阿
弥
に
お
け
る
「
狂
い
」
と
は
|

佐
野
仁
美

(
M
2
)

龍
谷
大
学
大
官
学
舎

北
聾
二

O
三

豊
岡
瑞
穂

(
M
2
)

中
村
名
津
美

(
M
2
)

物
狂
い
考

-
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
撰
述
資
料
の
引
用
方
法
に
つ
い
て

林
』
を
中
心
に
|

ー
『
法
苑
珠

田
尾
真
由
美

(
M
2
)

《
世
界
日
本
語
教
育
大
会
》

日
程
・
条
件
表
現
に
お
け
る
読
点
の
打
ち
方

二
O
一
一
年
八
月
二
一
日
(
日
)

於

天
津
大
学

ー
文
学
作
品
を
例
と
し
て
|

ユ
ニ
ア
ル
シ
l
(
D
3
)

一
四
八

英
語
英
米
文
学
専
攻

二
O
一
0
年
度
(
後
期
)

《
研
究
発
表
会
》

九
月
二
十
日
(
月
)

午
後
二
時
1
五
時於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館

3 
階

研
究
発
表

、H
，
F
o
a
p
p
m
-へ
。
同
国
凶
円
弓
司

O
R
R
5
8ロ
m
F
5
0
〉

g-可
N

丘町
Oロ
O同

』

oω
岳
町
の

m
g匂
Fo--wω

町内、。ぱ

VNhミ
ミ
自
己
巧
-
R
Z
S常義
之

(
M
2
)

発

「
E
U
域
内
に
お
け
る
言
語
能
力
育
成
に
つ
い
て
」

金
田
尚
子
(
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
)

講
:寅
「巧・回・

M
1
3
Z
と

ωロ
m
0
1円。者ロ」
岡
本
雄
二
(
龍
谷
大
学
理
工
学
部
教
授
)

《
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会
|
英
国
語
り
物
の
系
譜
を
探
る
》

九
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
四
時
1
六
時
於
英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

宮

部

み

ゆ

き

作

『

火

事

』

司

会

一

西

平

奈

々

帆

(
M
l
)

《
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会
l
英
国
語
り
物
の
系
譜
を
探
る
》

十
一
月
十
日
(
水
)
午
後
五
時
i
七
時
半
於
英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室
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《
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会
|
英
国
語
り
物
の
系
譜
を
探
る
》

午
後
五
時
半
i
八
時

十
二
月
二
十
二
日
(
水
)

於

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

江
戸
川
乱
歩
作
『
心
理
試
験
』

司
会
一
福
本
宰
之
教
授

《
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会

l
英
国
語
り
物
の
系
譜
を
探
る
》

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

二
月
二
日
(
水
)
午
後
五
時
半
i
八
時

於

。ロσ
0
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ハ
U
F
O
ω
円
。
「
件
。
ロ
・

M
3
号
、

』
『
ミ
ミ
。
史
認
時
h
e
A
N

円、、
同
サ
ミ
岳
町
、

問
。
一
吾

切
さ
き
お
・

2

0
毛
色
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国
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ω可
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丹
ロ

ω
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N
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会
一
山
崎
弘
行
教
授

《
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会

l
英
国
語
り
物
の
系
譜
を
探
る
》

一
一
月
二
十
三
日
(
水
)

午
後
五
時
半
i
二
十
時於

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

E
oミ
0
5
2・
同
イ

RhR守
ぬ
¥
し
門
・
同
ロ
己
司

o
q
m
g
g
F
E・
5
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司
会
一
西
平
奈
々
帆

(
M
l
)

〈
談
話
会
一
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会
|
英
国
語
り
物
の
系
識
を
探
る
》

ヱ
月
二
十
九
日
(
火
)

午
後
五
時
半
1
八
時
於

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

議

報

巴
-oミ
c
c
o
g
-
S
A
hぬ
る
。
¥
六
回
ロ
己
句
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q
m
g
g
宮内
P
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8・

司
会
一
良
回
玲
子

(
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《
論
文
指
導
》

山
崎
弘
行
教
授
に
よ
る
.
隔
週
の
個
人
指
導
。
通
年
、
学
期
中
の
毎
週
水
限
目
。

修
士
課
程
一
参
考
文
献
の
推
薦
と
提
示
。
英
文
文
献
の
講
説
。

博
士
課
程
一
論
文
対
象
テ
キ
ス
ト
の
詳
説
と
翻
訳
。
論
文
構
成
の
検
討

と
添
削
。

上
紀
子
教
授
に
よ
る
毎
週
の
個
人
指
導
。
通
年
、
金
眼
目
。

研
究
生
一
論
文
対
象
テ
キ
ス
ト
の
講
読
と
分
析
、
論
文
構
成
の
検
討
と

添
削
。

福
本
宰
之
教
授
に
よ
る
毎
月
の
偶
人
指
導
。
通
年
、
学
期
中
の
火
曜
日
。

修
士
課
程
一
毎
回
の
テ
キ
ス
ト
純
凶
の
内
容
に
関
す
る
討
論
。
論
文
に

関
す
る
文
献
指
導
。

一
四
九


